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本調査の目的 

• VDESに向けての技術的検討 
– データ通信の高速化が検討されている 
– 果たして可能なのか？という疑問 

 
• まずはAISの現状を調査 

– 9600bpsで，どれほどのパケロスがあるか 
• 符号長104μs 

 
• もって高速化の議論の前提を整理したい 



本調査の方法（概説） 

• 平郡島と浦賀水道のAIS気象観測装置 
– 既知の頻度で送り続けている 
– 固定された環境での理想的な受信率がわかる 

 
• 東京湾内におけるAIS搭載船舶 

– 東京湾を見通す4箇所でデータを受信している 
– 様々な大きさの船が様々な航跡をたどる 
– 周辺環境等の状況に応じた受信率がわかる 



本調査の方法（気象ブイ：詳説） 

• スロット割当てはFATDMA 
• メッセージ6により気象状況を通報 
• 30分に1回，両チャンネルに送信 

 
• データ収集期間は次のとおり 

– 平郡島 平成27年1月31日から2月22日まで 
– 東京湾 平成26年12月1日から12月19日まで 



本調査の方法（気象ブイ：平郡島） 

• 距離は約17海里 
– 送信：平郡島南方ＡＩＳ信号所 
– 受信：瀬戸ディファレンシャルGPS局 

出典：海図W1102 
本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（気象ブイ：平郡島） 

• 受信失敗率は次のとおり 
– 二項分布による95%信頼区間 

• チャンネルAのみ 0.007 ≦ p ≦ 0.022 
• チャンネルBのみ 0.004 ≦ p ≦ 0.016 
• 両チャンネル利用 0.000 ≦ p ≦ 0.004 

 
• 極めて成功率は高いといえる 

– 最悪でも98% 



本調査の方法（気象ブイ：東京湾） 

• 距離は約3.5海里 
– 送信：浦賀水道航路南口東端ＡＩＳ信号所 
– 受信：観音埼船舶通航信号所 

出典：海図W1081 
本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（気象ブイ：東京湾） 

• 受信失敗率は次のとおり 
– 二項分布による95%信頼区間 

• チャンネルAのみ 0.043 ≦ p ≦ 0.068 
• チャンネルBのみ 0.017 ≦ p ≦ 0.034 
• 両チャンネル利用 0.007 ≦ p ≦ 0.018 

 
• 成功率は高いといえる 

– 最悪でも93% 
– 見通し内に法定航路があるためか 



本調査の方法（船舶：概要） 

• 平成27年4月1日に第三管区で受信した全
AISデータから，東京湾域内におけるメッセー
ジ1を抽出 

• 受信したメッセージ1内の航海状況と速力か
ら，次に受信するまでの期待時間を算出 

• 受信できなければ，受信するまで同様の状況
が続くものと推定してミス数をカウント 
 

• ここでは３種類の事例を抽出 



本調査の方法（船舶：参考） 

• Rec. ITU-R M.1371-5 
– 4.2.1 Reporting interval 



本調査の方法（船舶：受信施設） 
出典：海図W87 

本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（船舶：停船40mタグ航跡） 

出典：海図W90 
本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（船舶：停船40mタグ成功率） 

• 失敗数 
– 分布は次のとおり 

• ロスなし：7801回 
• 1回ロス：477回 
• 2回ロス：30回 

– 失敗率の95%信頼区間 
• 0.056 ≦ p ≦ 0.066 

 
• なぜ停船が10秒に1回も送信しているのか 

– AIS上では錨泊となっていない 



本調査の結果（船舶：狭範囲38mタグ航跡） 

出典：海図W90 
本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（船舶：狭範囲38mタグ成功率） 

• 失敗数 
– 分布は次のとおり 

• ロスなし：6433回 
• 1回ロス：1071回 
• 2回ロス：118回 
• 3回ロス：18回 以下略 

– 失敗率の95%信頼区間 
• 0.146 ≦ p ≦ 0.161 



本調査の結果（船舶：航路内40mタグ航跡） 

出典：海図W90 
本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（船舶：航路内40mタグ成功率） 

• 失敗数 
– 分布は次のとおり 

• ロスなし：6812回 
• 1回ロス：1036回 
• 2回ロス：81回 
• 3回ロス：17回 以下略 

– 失敗率の95%信頼区間 
• 0.132 ≦ p ≦ 0.146 



本調査の結果（船舶：105mタンカー航跡） 

出典：海図W90 
本図を航海の用に供してはならない 



本調査の結果（船舶：105mタンカー成功率） 

• 総受信数は15時間に11978回 
• 送信頻度が本則によっておらず評価不能 

 
• 明確な欠落があった個所のプロットのみ 



本調査のまとめ 

• 定位置間の通信であれば成功率は高い 
 

• 航行船舶については状況次第で欠落 
– 静的な周辺状況？ 

• 見通し，沿岸反射物，etc. 
– 動的な周辺状況？ 

• 船舶の陰，天候，アンテナ角度，etc. 

 
• 欠落の原因については今後とも検討していく 



 
 

 
 

ご清聴ありがとうございました。 
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